
ここにイエス様がいたら 
共同代表 曾根 美香 

『「幸福は愛他の気持ちから生まれ 不幸は自己本位から生まれる」 

お釈迦様の語った言葉です。人間の本当の幸せは他人を愛する精神の中から生まれ、自

分さえよければという気持ちからは、不幸しか生まれないと説いています。つまり、人間の

幸、不幸はほかでもなく自分の心の持ち方によるもの、平凡ながら味わい深い言葉と言える

でしょう。』 

これは私の友人の自動車工場からいただいたカレンダーに書かれている言葉です。 

愛するということを教え導く姿はイエス様もお釈迦様も同じだと感じました。しかし人間は、

信仰の対象が違うと、相手を非難したり否定したり、受け入れ合うことなく小さな争いに繋がる

ことも。 

私たちは、神様から愛され、互いに愛し合いなさいと教えられました。私は何度も何度も耳に

たこができるくらい聞いて、わかったつもりでいました。しかし普段の生活の中でその教えが生

かされていないことに気づきました。職場で、また家庭で、特に子供に対して、自分の意見を押

し付けたり、聞く耳を持たず責めてしまったり。 

私たちは、完璧な人間ではありません。間違うことも欠点もたく

さんあります。それでも家庭や職場、教会の一員としてより豊かな

関係を築いていくためには、その欠点を補い合い、認め合い、力を

出し合っていくことが大切だと思います。ここにイエス様がいた

ら、何を語り、どう行動するかを常に考えながら生活できたら、些

細な争いはなくなっていくのではないでしょうか。 
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おとずれ 



イエスはまことのぶどうの木 

東京から河口湖に生活を移して、この春で丸 4 年が経過

しました。植物では植え付けてから 3 年が経つと、その土地

の気候に合ってきて枝が伸び始め、しっかり根付いた状態

になると言われます。私も同様で、3 年の間に義父母を送り

ましたが、夫と息子の住む東京の家には戻らず、すっかり馴

染んだ河口湖での暮らしを続けて季節が一巡りしました。 

最初の頃は、さしたる準備や計画があったわけではなく必要に迫られて始まった生活

で、いささか不本意な気持ちがなかったわけではありませんが、将来振り返ったときに

「あの時期があったから、いまこれができている」と思えるように、よい時間を過ごそう

と思いました。免許取得以来ペーパードライバーでしたが運転して出かけられるようにな

り、山菜採り、園芸、薬膳、養蚕、養蜂、草木染め…ありがたいことに、やってみたかった

ことが実行できる環境が河口湖では整っていました。 

コロナで、まったく行き来ができなくなってしまったので、東京の友人知人に「会えな

いけれど元気で楽しくやっています」と報告するような思いもあって SNS 投稿をしてい

たら、地元の同級生たちの間では「この生活が楽しいと一所懸命思おうとしていて痛々

しい」と噂されていたと知って、苦笑してしまいました。 

とはいえ、近頃はさすがに欲張り過ぎてオーバーヒート気味かと思い始めていたとこ

ろ、4 月 28 日、復活節第 5 主日の福音朗読にハッとさせられました。 

「わたしはまことのぶどうの木、私の父は農夫である。わたしにつながっていながら、

実を結ばない枝はみな、父が取り除かれる」（ヨハネ 15・1-2） 

やみくもに枝葉を茂らせても豊かな実を結ぶことはできず、ぶどうも桃も、剪定、摘

花、摘果と、時期毎に適切な手入れが必要です。それと同じことなのに気づかず、わたし

は自分本位で、興味の赴くままに少々伸び放題、やりたい放題だったかなと反省しまし

た。時間も資源も無尽蔵ではないので、自分自身も周りも豊かになれるように、キリスト

につながりその愛のうちに生きているかを心に問いながら、「剪定」をしてみようと考え

ています。 

 小林 恵美子 



５月教会委員会議事録（5/11 実施） 
出席者：千葉神父・新井・江守・大野・角（代 福永）・小林・曾根・和田（あいうえお順） 

 

1. 屋外看板の更新について  

＊4/22 に園長先生を交えて話し合い、看板がなくとも支障のないことを確認。 

＊2 年に一度の更新手続き費用や許可を得るための今後の負担を考え、撤去することとする。 

＊看板設置時の工事状況を確認の上、原状復帰にかかる撤去工事の再見積をとり、6/17 の許可満了日ま

でに除去届提出を目指す。地主さんには撤去のご挨拶に伺う。 

 

2. 今後の大掃除について（ワックスがけを含めて） 

＊例年にならい、夏に床のワックスがけ、冬に窓ガラス磨きを中心とした大掃除を行う。 

＊今年のワックスがけは、6/16 のミサ後に、新井、江守の指揮の下に、効率よくベンチの移動、椅子布団カ

バーの掛け替え、ワックスがけを行う。→後日 6/2 に変更となった、またダルクにお手伝いを依頼した。 

 

3. 婦人部にお任せしていたパーティについての分業化について 

＊復活祭、クリスマスのパーティについては、会場設営、料理手配など、関係各所に確認を取りながら、総合

的に企画・実行するチームを、若い世代の参加を求めて作る必要性がある。 

＊チームのメンバーについて、声かけをしていく。 

 

4. 8 月 11 日の被昇天ミサ後のプチ・パーティの可能性について  

＊富士吉田教会においては、これまで被昇天ミサ後のパーティを行ってこなかったが、茶話会に＋アルファ程

度の会を実施してもよいのでは。次回の議題とするので、各自検討しておく。 

 

5.  教会墓地の今後について 

＊教会墓地取得に至る歴史的経緯、墓地開設以降の状況、今年に入ってから持ち上がった問題について千葉

神父作成の説明資料を踏まえ、今後の選択肢を検討。 

＊信徒の集いにおいても丁寧に説明を行った上で、信徒全戸に意見を聞くためのアンケートを実施する。 

 

6. 山梨地区共同宣教司牧委員会の報告 

5/25(土)14 時から甲府教会にて地区懇談会。司教様のお話の後、参加者による分かち合いが行われる。ミ

サのお知らせで、委員以外の参加希望者を確認する。9/28，29、軽井沢聖クララ修道会にて横浜教区懇談

会(小林参加予定) 

 

7. 地区 LINE について連絡網の見直し報告と提案  

＊漏れがないか確認を行っている。 

＊現状は信者籍のある人に限って連絡網を作っているが、個別に連絡を行っている信者籍の 

ない方々も連絡網に入れることとする。 

 

8. 典礼関係 

＊聖母被昇天ミサにてサルヴェ・レジーナ(ラテン語)、新しい「ミサの賛歌」を歌う。毎ミサの前、8：45 から当

日の典礼聖歌と共に練習の終わりには「ミサの賛歌」を耳に馴染んでいただけるように練習している。 

＊第 3 日曜のミサ後の練習には、ぜひ聖歌隊でない方にも積極的に御参加いただきたい。 

 



9. 4 月 22 日の幼稚園との話し合いの報告 

＊クリスマス、復活祭ミサ等に「幼稚園の先生方が参加されていることで、若い先生方の負担になっているの

ではないか」と信徒側から心配する声がある。カトリック幼稚園に奉職した時点でそういうものと捉えてい

て、あまりご自分の考えを発言されない先生が多いとのことだったが、「信徒が負担を強いたくない」と思っ

ていること伝えて欲しい旨、園長先生にお話しした。 

＊その他ご要望→園庭に面している電動扉不具合の件は、セキスイに点検を依頼し、モーター交換が必要と

わかった。教会のリモコンが不明になっているため注文し、届くまでは幼稚園のものをお借りしている。今後

は電話下の引き出しを置き場所に定める。数年モーターはもつが、今後は電動をやめることも含め検討。 

 

10.婦人部より集会室戸棚整理の件 

戸棚の中を使いやすく整理したい。角さんを中心に見直し案を作っていただき、打ち合わせの上、整理にあ

たる日にちを決定する。 

 

11.営繕より 

＊聖堂左前方（オルガン横）床の沈みについては、強い雨の後などによく水がたまる辺りで、根太が痛んでい

る可能性もある。来年の予算で措置することを検討する。 

＊壁やタイルのひび、剥がれなどを見つけた場合は、欠片を捨ててしまうことのないように、必ずとっておい

て営繕に報告してほしい。 

 

12.愛を証しする部門 

＊台湾地震募金については、カリタス台湾からカリタス・ジャパンに、募金受付を行わない連絡があったの

で、当教会として、募金活動は行わない。 

＊フードバンクへの協力依頼。夏休み中の家庭での食をサポートできるよう、賞味期限まで 2 カ月以上ある

食品の提供をお願いしたい。（5/1～6/30） 

 

13. 70 周年記念誌の件 

新井、栗原、宮本、小松、小林の 5 人で、第 1 回打ち合わせを実施、各自分担を決めた。第 2 回は 6 月 6 日

を予定。 

 

14．その他 

  ＊HP は WEB 上にアップロードして、パスワードを入力して見ることができるよう、夏ぐらいまでに新しい内

容を提示できるように準備中である。 

   

教会記録 

2024 年サレジアンシスターズ雪の聖母修道院 

◎転出 ありがとうございました。お元気で。 

Sr. 池田節子様 東京扶助者聖マリア修道院へ 

Sr. 若松悠紀子様 大分聖ヨセフ修道院へ 

 

◎帰天 神のみもとで安らかにお眠りください。 

Sr. 伊藤和子様 

 

◎転入 よろしくお願いいたします。 

Sr. 森内直子様 大分聖ヨセフ修道院より 

Sr. 大澤節子様 目黒修道院より 

Sr. 大西いく子様 浜松修道院より（6/19） 

 

 

 



こ よ み 

6 月 
日付 教会暦 行事内容等 日曜学校 聖堂清掃/備考 

6/2(日) キリストの聖体（祭） 大掃除 〇 吉田・河口湖 

6/9(日) 年間第１０主日 信徒の集い 〇 信徒の集い参加者 

6/16(日) 年間第１１主日 ミサ後聖歌隊練習 〇 聖歌隊 

6/23(日) 年間第１２主日 
張神父様司式、ミサ後茶話会 

聖ペトロ使徒座への献金 
〇 吉田・河口湖以外 

6/30(日) 年間第１３主日 洗礼式、ミサ後結婚式 〇 有志 

御ミサは毎週日曜 9:30 開始です。変更ある場合のみ表に記載します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  イタリア語教室（月曜１０時）：６月３日、１０日、１７日、２４日 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

６月のミサ奉仕 

日 先唱 第１朗読 第２朗読 香部屋 

2 曾根 美香 曾根 慈原 江守香代子 曾根 美香 

9 大野 隆 東海林義夫 小林恵美子 小林恵美子 

16 佐藤 光良 和田 一郎 遠藤 伸子 江守香代子 

23 東海林義夫 堀内 千鶴 ウエムラマリクリス 中村 すみ子 

30 江守香代子 大野 隆 曾根 美香 角 幸子 

 

 

 

 

 

 

                                         今年も 

栗原さんのお庭のシャクナゲが 

聖堂を彩っています。 


